
九州経済国際化推進機構

平成２７年度事業報告

平成２８年４月２７日
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情報提供・
発信

◆九州情報の対外的な発信（HP・WEB広報、「PROFILE OF KYUSHU」、「外資系企業誘致ガイド

ブック in 九州」（九州のビジネス環境） ） ＜通年＞

◆管内企業への情報提供（海外情報セミナー、「海外ビジネスサポートブック」） ＜通年＞

投資促進 ◆上海投資ミッション受入＜6月14日～17日＞

産業交流

◆第14回環黄海経済・技術交流事業（釜山広域市） ＜11月3日～5日＞
◆第22回九州・韓国経済交流会議（釜山広域市）＜ 11月3日～5日＞
◆台湾漢神アリーナ商談会（台湾高雄市）＜平成28年2月3日＞
◆九州・ベトナム経済交流ミッション ＜平成28年2月21日～26日＞

グローバル人材
◆留学生交流会フェア等（大分県） ＜2月16日＞
◆ＳＮＳを活用した人材マッチング事業＜通年＞
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産業交流

◆ベトナム関係機関連絡会議（福岡市）＜7月23日＞
◆台湾投資・ビジネス拡大セミナー（福岡市）＜9月29日＞
◆台湾バイヤー招聘事業（福岡市、熊本市）＜10月7日～8日＞
◆ベトナム投資セミナー（福岡市）＜11月17日＞
◆海外バイヤー招聘事業（熊本） ＜11月18日～19日＞
◆海外展開支援施策説明会(管内各県）＜7月、2月＞
◆マレーシア投資開発庁（MIDA）とのMOU締結式（大阪市）＜11月25日＞

九州経済国際化推進機構－平成２７年度事業－



4月月月月 5月月月月 6月月月月 7月月月月 8月月月月 9月月月月 10月月月月 11月月月月 12月月月月 1月月月月 2月月月月 3月月月月

環黄海

韓国

中国（上海）

台湾

ベトナム

マレーシア

観光・物産フェア、
海外ﾊﾞｲﾔｰ招聘

海外展開支援施
策普及・広報

人材交流事業

機構・企画運営

平成平成平成平成27年度年度年度年度 事業スケジュール事業スケジュール事業スケジュール事業スケジュール （交流事業を中心に抜粋）（交流事業を中心に抜粋）（交流事業を中心に抜粋）（交流事業を中心に抜粋）

九州・韓国経済交流会議＠釜山

環黄海経済・技術交流会議＠釜山

上海投資ミッション受入＠福岡

九州輸出商談会＠熊本
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国内 海外

経済交流
ミッション

関係者連絡会議＠福岡 投資セミナー＠福岡

投資・ビジネス拡大セミナー＠福岡

バイヤー招聘事業＠福岡、熊本
漢神アリーナ商談会
＠台湾

幹事会 次年度事業について各県等関係機関との事前調整会員アンケート

施策説明会＠九州各県

幹事会 総会

交流セミナー＠大分

ＳＮＳを活用した人材マッチング事業

施策説明会＠福岡

マレーシア投資開発庁（MIDA）とのMOU締結式
＠大阪



（１）情報提供・発信事業
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■ 九州経済国際化推進機構ウェブサイト

URL http://www.kyushu-kei.org/

■ ＰＲＯＦＩＬＥ ＯＦ ＫＹＵＳＨＵ

5

○ ウェブサイトの改訂作業を実施（Ｈ２７年１０月１日）。以降、掲載情報を随時更新。

○ 九州観光推進機構等と連携し、九州の経済データや観光情報等を紹介する「PROFILE OF 

KYUSYU（日本語、英語、中国語、韓国語）」の改訂作業を実施（Ｈ２８年３月）。

○ 企業の海外展開を支援するため、国や自治体、関係機関の相談窓口や海外ビジネス支
援制度等をまとめた｢海外ビジネスサポートブック｣を作成。

■ 海外ビジネスサポートブック

データ収集、情報提供、情報発信、広報
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○メールマガジン「海外ビジネスサポート通信」を週１回配信。ジェトロや中小企業基盤整備
機構など関係機関との協力のもと、海外展開に係るイベントや支援施策の情報を提供。

○受信登録者数 １，８９３名（H２８年３月末現在）

参考：配信回数５６回、配信記事件数３８０件（H２８年３月末現在）

（注）セミナー等には、ミッション、商談会、見本市、展示会、シンポジウム、交流会、研究会、研修を含む

情報発信・広報事業（メールマガジン）

平成27年度メールマガジン発行状況

H２８年３月末現在

発行月 配信回数 記事件数
内 訳

セミナー等 説明会 公募 お知らせ トピックス

４月 4 23 10 2 2 9 0

５月 5 27 16 2 1 8 0

６月 4 26 10 4 0 11 1

７月 5 38 8 7 0 22 1

８月 5 44 25 2 0 17 0

９月 4 36 17 2 0 17 0

10月 4 29 13 3 0 13 0

11月 6 25 12 3 0 10 0

12月 4 26 10 2 0 11 3

１月 3 38 18 4 0 16 0

２月 5 42 15 3 6 18 0

３月 7 26 10 1 0 15 0

累計 56 380 164 35 9 167 5



（２）産業交流・販路開拓支援事業
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九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、九州経済連合会が有する国際交流スキーム九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、九州経済連合会が有する国際交流スキーム九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、九州経済連合会が有する国際交流スキーム九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、九州経済連合会が有する国際交流スキーム

●●●● 中国、韓国の中央政府や経済団体と協力し、環黄海圏等の産業・技術交流や経済交流を図中国、韓国の中央政府や経済団体と協力し、環黄海圏等の産業・技術交流や経済交流を図中国、韓国の中央政府や経済団体と協力し、環黄海圏等の産業・技術交流や経済交流を図中国、韓国の中央政府や経済団体と協力し、環黄海圏等の産業・技術交流や経済交流を図
るため各会議を開催るため各会議を開催るため各会議を開催るため各会議を開催。

【構成】
◇中国：科学技術部､科学技術交流中心等
◇九州：九経連､九州経済局、自治体､経済団体等

【内容】
○テーマを設定した科学技術フォーラム、交流会

等

九州・中国産業技術協議会九州・中国産業技術協議会九州・中国産業技術協議会九州・中国産業技術協議会

（1991（H3）年～開催） 過去1３回開催

【構成】
◇中国：商務部、自治体、大学等
◇韓国：産業通商資源部、経済団体、自治体、大学
等
◇九州：九経連､九州経済局､ 自治体､経済団体、

大学等
【内容】 ビジネスフォーラム、

産学官連携学長フォーラム、三国局長会議等

環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議

（2001（H13）年～毎年持回り開催） 過去１３回開催

【構成】
◇韓国：産業通商資源部、経済団体、自治体等
◇九州：九州経済局､九経連、自治体､経済団体等

【内容】
○ビジネスモデルの提案・事例発表、商談会 等

九州・韓国経済交流会議九州・韓国経済交流会議九州・韓国経済交流会議九州・韓国経済交流会議

（1993（H5）年～毎年交互開催） 過去２１回開催

【【【【平成２６年度平成２６年度平成２６年度平成２６年度】】】】
第１３回第１３回第１３回第１３回 環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議

九州九州九州九州 （長崎県）（長崎県）（長崎県）（長崎県）

【【【【平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度】】】】
第１４回第１４回第１４回第１４回 環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議環黄海経済・技術交流会議

韓国（釜山広域市）韓国（釜山広域市）韓国（釜山広域市）韓国（釜山広域市）

【【【【平成２７年度平成２７年度平成２７年度平成２７年度】】】】
第２２回第２２回第２２回第２２回 九州・韓国経済交流会議九州・韓国経済交流会議九州・韓国経済交流会議九州・韓国経済交流会議

韓国韓国韓国韓国 （釜山広域市）（釜山広域市）（釜山広域市）（釜山広域市）

第１４回第１４回第１４回第１４回 九州・中国産業技術協議会九州・中国産業技術協議会九州・中国産業技術協議会九州・中国産業技術協議会

調整中調整中調整中調整中

＊＊＊＊ 環黄海地域：環黄海地域：環黄海地域：環黄海地域：
上海から大連、仁川から釜山に至る中国・韓上海から大連、仁川から釜山に至る中国・韓上海から大連、仁川から釜山に至る中国・韓上海から大連、仁川から釜山に至る中国・韓
国沿岸部及び九州からなる黄海を取り巻く地国沿岸部及び九州からなる黄海を取り巻く地国沿岸部及び九州からなる黄海を取り巻く地国沿岸部及び九州からなる黄海を取り巻く地
域経済エ域経済エ域経済エ域経済エ リア。同地域の人口は約４億人（全リア。同地域の人口は約４億人（全リア。同地域の人口は約４億人（全リア。同地域の人口は約４億人（全
世界の約６％）。ＧＤＰは全世界世界の約６％）。ＧＤＰは全世界世界の約６％）。ＧＤＰは全世界世界の約６％）。ＧＤＰは全世界 の約５％に達の約５％に達の約５％に達の約５％に達
し、ＡＳＥＡＮ（同２．３％）を上回る水準に達すし、ＡＳＥＡＮ（同２．３％）を上回る水準に達すし、ＡＳＥＡＮ（同２．３％）を上回る水準に達すし、ＡＳＥＡＮ（同２．３％）を上回る水準に達す
る。る。る。る。

環黄海地域等東アジアとの経済交流会議
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� 第14回会議は、環黄海地域の中でも最も九州と近接している韓国・釜山広域市で開催。
� 「日中韓経済共同体の形成に向けた協力方案」について「医療・バイオ、新・再生エネルギー、人材育成」等をテーマに議論。

第１４回第１４回第１４回第１４回 環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）

■■■■環黄海ビジネスフォーラム環黄海ビジネスフォーラム環黄海ビジネスフォーラム環黄海ビジネスフォーラム
［日時］ １１月４日（水） ９：００～１４：００
［会場］ ロッテホテル釜山 3階 Crystal Ballroom Ⅲ

［内容］ 東アジア経済共同体の形成と韓中日産業内の分業

■■■■環黄海経済環黄海経済環黄海経済環黄海経済・・・・技術交流会議技術交流会議技術交流会議技術交流会議 本会議本会議本会議本会議
［日時］１１月４日（水）１５：００～１８：２０
［会場］ロッテホテル釜山 ３階 Crystal Ball RoomⅠ、Ⅱ

［内容］韓中日経済共同体の形成に向けた協力方案
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� 日時：２０１５年１１月３日（火）～５日（木）

� 場所：大韓民国 釜山広域市 「ロッテホテル釜山」

� 主催：【日本】九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、（一社）九州経済連合会【韓国】産業通商資源部、（社）韓日経済協会【中国】商務部

� 参加者数（見込）：約３００人（日本７５人、韓国１５０人、中国７５人）

１） 九州・韓国 代表挨拶（各5分）
２） セッションⅠ医療・バイオ分野

(株)安川電機 ロボット事業部バイオメディカル事業統括部
バイオメディカル技術部長 村井 真二 氏 『バイオメディカル事業の取

組み』
※韓国、中国より１者ずつ講演

３） セッションⅡ 産業団地・物流分野

日本通運（株）第一営業部専任部長 自動車・自動車部品担当 田中
敦 氏

『Ｗライセンスシャーシを活用したシームレス物流の現状と将来展望に
ついて
～日中韓シャーシ相互通行実現に向けて～』
※韓国、中国より１者ずつ講演

４） セッションⅢ 新再生エネルギー分野
九電みらいエナジー(株) 取締役 企画本部長 寺崎 正勝 氏
『洋上風力発電を中心とした海洋エネルギー事業の課題』
※韓国、中国より１者ずつ講演

５） 総括･閉会

１）３国 代表挨拶(各5分×3人)、 開催地の挨拶
２）ビジネスフォーラム、学（総）長フォーラム総括
３）3国 協力提案の発表

・九州側①：「環黄海地域における『木材産業』での連携」
一般社団法人 九州経済連合会 常務理事 平井 彰 氏

・九州側②：「BEXCO（釜山ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ）とのＭＯＵの締結について
～環黄海経済交流に向けた日本・韓国におけるMICE交流～」

公益財団法人 西日本産業貿易コンベンション協会
事務局長 岩田 和晶 氏

４）3国共同研究調査結果の中間発表
・九州側：公益財団法人九州経済調査協会 常務理事 田代 雅彦 氏

５）環黄海経済·技術交流大賞の表彰式
・九州側①（企業等法人・個人部門）

第一施設工業(株) 代表取締役 篠原 統 氏
・九州側②（地方公共団体・経済団体部門）

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）会長 鶴田 暁 氏
６）次回開催地の紹介(中国)
７）全体総括、閉会

釜山新港／全景 映画の殿堂

「環黄海経済・技術交流大賞」とは
環黄海域の更なる経済発展のため、 「第１３回環黄海
会議（長崎会合）（2014年11月）」で九州経済産業局が
提案し、2015年7月に創設。同地域内で先進的・模範

的な取組を行う地方公共団体、経済団体や企業等を
三国共同で表彰。日本（九州）、韓国、中国の三国共同
による経済分野での表彰制度の創設は初めてとなる。



第１４回第１４回第１４回第１４回 環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）環黄海経済・技術交流会議（釜山会合）環黄海経済・技術交流会議（釜山会合） 日程概要日程概要日程概要日程概要

日時 11月3日（火） 11月4日（水） 11月5日（木）

ＡＭ
９：３０ 結団式

（KE784）
１１：０５ 福岡発
１２：００ 釜山着

九州代表団IN

ＰＭ

（KE797）
１７：５５釜山発
１８：４５福岡着

九州代表団
OUT

（日程）（日程）（日程）（日程） 2015201520152015年年年年11111111月月月月3333日（火）～日（火）～日（火）～日（火）～5555日（木）日（木）日（木）日（木）
（場所）（場所）（場所）（場所） 大韓民国大韓民国大韓民国大韓民国 釜山広域市釜山広域市釜山広域市釜山広域市 ロッテホテル釜山ロッテホテル釜山ロッテホテル釜山ロッテホテル釜山
（全体テーマ）（全体テーマ）（全体テーマ）（全体テーマ） 医療・バイオ、新再生エネルギー、人材育成医療・バイオ、新再生エネルギー、人材育成医療・バイオ、新再生エネルギー、人材育成医療・バイオ、新再生エネルギー、人材育成

15:00-18:00

第２２回
九韓会議

事務会合
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VIP夕食会

9:00-

14:00

環黄海

ビジネス
フォーラ

ム

9:00-

14:00

9:00-

17:30

環
黄
海
産
学
官

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム

九
韓
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

（併
催
）先
進
機
器
商
談
会

人
材
採
用
相
談
会

9:30-

12:00

三国
政府間

局長会議

12:30-

14:30

三国研究
機関WS

15:00-18:20

環黄海 本会議

19:00-20:30

開催地主催 歓迎レセプション

9:00-

15:00

産業視
察



＜目的・趣旨＞＜目的・趣旨＞＜目的・趣旨＞＜目的・趣旨＞
・九州と韓国が、中小企業を中心に、それぞれが有する資金、技術、人材等の地域資源を相互補完し、貿易、投資及び・九州と韓国が、中小企業を中心に、それぞれが有する資金、技術、人材等の地域資源を相互補完し、貿易、投資及び・九州と韓国が、中小企業を中心に、それぞれが有する資金、技術、人材等の地域資源を相互補完し、貿易、投資及び・九州と韓国が、中小企業を中心に、それぞれが有する資金、技術、人材等の地域資源を相互補完し、貿易、投資及び
産業技術の交流拡大と地域間交流を促進。産業技術の交流拡大と地域間交流を促進。産業技術の交流拡大と地域間交流を促進。産業技術の交流拡大と地域間交流を促進。

・１９９３年より毎年交互に開催。九州と韓国の経済交流を推進する公的機関や自治体、民間団体等が相互に協力提案・１９９３年より毎年交互に開催。九州と韓国の経済交流を推進する公的機関や自治体、民間団体等が相互に協力提案・１９９３年より毎年交互に開催。九州と韓国の経済交流を推進する公的機関や自治体、民間団体等が相互に協力提案・１９９３年より毎年交互に開催。九州と韓国の経済交流を推進する公的機関や自治体、民間団体等が相互に協力提案
し、合意したものについて共同で実施。し、合意したものについて共同で実施。し、合意したものについて共同で実施。し、合意したものについて共同で実施。

・２０１４年に「九韓会議見直し検討委員会」を設置。①二国間協議スタイルによる本会議の開催、②商談会の拡充、③・２０１４年に「九韓会議見直し検討委員会」を設置。①二国間協議スタイルによる本会議の開催、②商談会の拡充、③・２０１４年に「九韓会議見直し検討委員会」を設置。①二国間協議スタイルによる本会議の開催、②商談会の拡充、③・２０１４年に「九韓会議見直し検討委員会」を設置。①二国間協議スタイルによる本会議の開催、②商談会の拡充、③
環黄海会議との原則同時開催（環黄海会議が中国開催の場合のみ単独開催）に変更。環黄海会議との原則同時開催（環黄海会議が中国開催の場合のみ単独開催）に変更。環黄海会議との原則同時開催（環黄海会議が中国開催の場合のみ単独開催）に変更。環黄海会議との原則同時開催（環黄海会議が中国開催の場合のみ単独開催）に変更。

第１回（93年11月）北九州市
第２回（95年 2月）ソウル特別市
第３回（96年 2月）長崎市
第４回（97年 6月）全羅北道・全州市

第５回（98年 7月）別府市
第６回 (99年 5月）光州広域市
第７回（00年 9月）宮崎市
第８回（01年 6月）慶尚南道・昌原市

第９回（02年 8月）鹿児島県霧島市
（旧牧園町）

第10回（03年 7月）済州道・西帰浦市

第11回（04年 7月）熊本市
第12回（05年10月）忠清北道堤川市
第13回（06年 7月）佐賀市
第14回（07年 7月）釜山広域市
第15回（08年 6月）北九州市
第16回（09年10月）光州広域市
第17回（10年10月）北九州市
第18回（11年11月）大田広域市
第19回（12年11月）指宿市
第20回（13年10月）釜山広域市
第21回（14年11月）佐世保市

大韓民国

九州

・北九州市

・別府市

・宮崎市

・霧島市
（旧牧園町）

・熊本市

・佐賀市
・
長崎市

ソウル市・
・提川市

・全州市

・昌原市
・
光州市

・西帰浦市

・・釜山市

過去の開催実績過去の開催実績過去の開催実績過去の開催実績

・大田市

・
指宿市

11

＜これまでの主な成果＞
◇環境・リサイクル、IT等分野での地域間ビジネス連携

両地域の企業集団同士で交流促進等に関するＭＯＵを締結し、ミッション
派

遣や共同事業等を実施。
◇九州・韓国ビジネスマッチング事業

一般社団法人九州日韓経済交流会が財団法人韓日産業・技術協力財団、
ＫＪ―ＫＮＯＣＫ(韓国大田地域の企業集団)及び東南圏韓日経済交流会
（釜山・蔚山・慶南の企業集団）とビジネス交流に関するＭＯＵを締結し、
相互ミッション派遣や商談会を開催。

◇人材育成への協力
ＮＰＯ法人新アジア人材・技術協力機構と(社)韓日人材・技術協力機
構が共同でグローバル人材育成のため、韓国東亜マイスター高校と
九州の北九州高専及び久留米高専との交流を促進。

＜メンバー構成＞
●九州側／代表：九州経済産業局長

九州経済国際化推進機構（事務局：（社）九州経済連合会、九州経済産
業局）ほか
※2009年度より、事務局を九州経済国際化推進機構へ一本化（以前は、

九州・韓国経済交流会議運営委員会）

●韓国側／代表：産業通商資源部通商協力局長
産業通商資源部、自治体、韓日経済協会、韓日財団ほか

・佐世保市

九州・韓国経済交流会議の概要九州・韓国経済交流会議の概要九州・韓国経済交流会議の概要九州・韓国経済交流会議の概要



【【【【併催事業併催事業併催事業併催事業】】】】
※ビジネス商談会と同時開催

＜先進機器商談会＞＜先進機器商談会＞＜先進機器商談会＞＜先進機器商談会＞
� 主催：(一財)日韓産業技術協力財団
� 内容：医療・介護機器分野を対象と

したオールジャパンの日本企業と韓
国バイヤーによる商談会。

＜韓国青年人材採用相談会＞＜韓国青年人材採用相談会＞＜韓国青年人材採用相談会＞＜韓国青年人材採用相談会＞
� 主催：駐福岡大韓民国総領事館、

(社)韓日経済協会、(財)韓日技術協
力財団

� 内容：日本企業への就職を希望する
韓国大学卒業（予定）者と韓国人材
の採用を希望する日本企業の個別面
談。

●第22回会議は、九州との交流が盛んな韓国第２の都市・釜山広域市にて開催予定。
●ﾃｰﾏは、「新たな50年に向けた日（九州）・韓共同繁栄の時代へ～日（九州）・韓ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾍﾙｽｹｱ協力ﾓﾃﾞﾙの開発～」。

時間 プログラム 内容及び発表者

15:00 開会 司会：韓日経済協会

15:00
～15:10

開会挨拶
（韓）産業通商資源部 通商協力局長
（日）岸本 吉生 九州経済産業局長

15:10
～15:50

基調報告

（韓）(仮)韓国（釜山）医療観光の現況と両国の経済協力方向の提案
（日）九州ヘルスケア産業推進議会（HAMIQ）の取組について

九州ヘルスケア産業推進協議会（HAMIQ）
ヘルスケアサービス部会長 有江 勝利 氏
（正興ITソリューション(株) 代表取締役社長）

15:50
～17:10

両国ビジネスモデ
ル提案・事例発表

（韓）15:50－16:10 グローバルヘルスケア産業の活性化方案
－韓・日両国の協力構築方案を中心に－
（社）新ｱｼﾞｱ産学官協力機構理事 ﾕﾊﾝ大学教授 ヤン・ジヨン 氏

（日）16:10－16:30 パナソニックの介護事業
～よりそう、ささえる パナソニックのエイジフリー～
パナソニック（株）エコソリューションズ社エイジフリービジネスユニット
事業推進グループグループマネージャー 斉藤 裕之 氏

（韓）16:30－16:50 韓国バイオ医薬産業の現況及びグローバル協力事
業の推進事例
（財）春川バイオ産業振興院 企業支援室 マーケティングチーム
チーム長 パク・ドンオ 氏

（日）16:50－17:10 メディポリスの国際交流
（一財）メディポリス医学研究財団
メディポリス国際陽子線治療センター長 菱川 良夫 氏

17:10
～17:40

質疑応答、議論

17:40
～18:00

両国代表総括
（韓）産業通商資源部 通商協力局長
（日）岸本 吉生 九州経済産業局長

＜本会議＞＜本会議＞＜本会議＞＜本会議＞
� 日時：2015年11月3日（火）15:00～18:00
� 場所：ロッテホテル釜山 3F Crystal Ballroom Ⅲ
� 主催：【日本】九州経済国際化推進機構、九州経済産業局、(一社)九州経済連合会、

(一財)九州地域産業活性化センター、(一財)日韓産業技術協力財団
【韓国】産業通商資源部、(社)韓日経済協会

� プログラム（案）：同時通訳

＜九韓ビジネス商談会＞＜九韓ビジネス商談会＞＜九韓ビジネス商談会＞＜九韓ビジネス商談会＞
� 日時：2015年11月4日（水）9:00～17:30
� 場所：ロッテホテル釜山 42F Bellevue、

Astor
� 主催：（一社）九州経済連合会、

（社）韓日経済協会
� 内容：九州・韓国の企業による全産業

分野を対象とした商談会。
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第２２回九州（日本）・韓国経済交流会議（釜山会合）第２２回九州（日本）・韓国経済交流会議（釜山会合）第２２回九州（日本）・韓国経済交流会議（釜山会合）第２２回九州（日本）・韓国経済交流会議（釜山会合）

第２２回会合は、
外務省が認定す
る「日韓国交正常「日韓国交正常「日韓国交正常「日韓国交正常
化５０周年記念事化５０周年記念事化５０周年記念事化５０周年記念事
業」業」業」業」として実施さ
れます。



○日時：２０１６年２月２１日（日）～２６日（金）
○規模：企業、経済団体等４０～５０名程度

� ２０１５年度は、中央政府に加え、日系支援機関、現地企業等とのネットワーク構築を図り、九州企業のベトナム進出支援に繋げていく

ため、２０１６年２月２１日～２６日で、経済交流ミッションを派遣。食品・食品加工商談会や環境・農業プロジェクトへの支援等を実施し、

よりビジネス志向なミッション派遣を図る。１１月～１２月で参加者を募集予定。

� 九州各県・政令市等の動きとも連携するべく、関係機関連絡協議会を設置し、各機関の取組と連携し、情報共有・戦略的広報協力等

を図る仕組みを創設。第1回は７月に実施し、第二回は１１月～１２月を予定。

� ２０１５年１１月１７日（火）には、日本アセアンセンターと共催で、ベトナム計画投資省副大臣を招いた「ベトナム投資セミナー」を実施す

る予定。ベトナム投資環境等について情報把握し、ミッション派遣、次年度事業へと繋げる。

MOUを活用したベトナムとの経済交流
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九州・ベトナム経済交流ミッション九州・ベトナム経済交流ミッション九州・ベトナム経済交流ミッション九州・ベトナム経済交流ミッション2016

日程 機構団 業種毎企業団

2/21 SUN 福岡 → ホーチミン

2/22

MON
現地経済・投資環境勉強会、企業視察

総領事館表敬 食品・食品加工商談会

2/23 TUE 人材育成機関等訪問・視察 日系企業との座談会

2/24

WED
ホーチミン→ハノイ

【表敬】現地政府、大使館表
敬
【企業】日系企業との座談会

自由行動
ホーチミン→福岡

2/25 THU 視察、自由行動

2/26 FRI ハノイ → 福岡

九州経済国際化推進機構（麻生会長：団長）

九州ベトナム友好協会（矢頭会長：副団長）、
北九州ベトナム協会（山田会長：副団長）

K-RIP（環境PJ団）九州内企業、商談会参加企業

選択制

九州地域産業活性化センター、貿易研修センター

支援

○日時：２０１５年１１月１７日（火）９：３０～１２：３０
○場所：福岡市内会場（TKP博多駅前シティセンター）
○定員：１００名
○主催：ベトナム計画投資省、駐日ベトナム大使館、

国際機関日本アセアンセンター、
(一社)九州経済連合会、九州経済国際化推進機構

○内容（九州・ベトナム経済交流ミッション2016」の説明調整中）

挨拶 ：ベトナム計画投資省 ○○副大臣
基調講演：同省 ド・ニャット・ホアン外国投資庁 長官
講演 ：ベトナム商工省、農業・農村開発省ほか

関係機関連絡協議会関係機関連絡協議会関係機関連絡協議会関係機関連絡協議会

○構成：
在福岡ベトナム総領事館、
九州ベトナム友好協会、北九州ベトナム協会、ＪＥＴＲＯ福岡
九州各県・政令市
九州経済産業局
（一社）九州経済連合会 等

○第1回概要：
・日時：平成２７年７月２３日（木）

１５：００～１７：３０
・場所：九州経済産業局

ベトナム投資セミナーベトナム投資セミナーベトナム投資セミナーベトナム投資セミナー

各事業での課
題を抽出し可
能な限り反映

九州ワイドで、
連携した広報
を実施

ベトナム投資
環境の普及

各分野での最
新情報、先進
事例を把握

※※※※本年度ミッション派遣を予定している県・政令市と連携し、本年度の本年度ミッション派遣を予定している県・政令市と連携し、本年度の本年度ミッション派遣を予定している県・政令市と連携し、本年度の本年度ミッション派遣を予定している県・政令市と連携し、本年度の
集大成としてミッション派遣を実施できるよう連携集大成としてミッション派遣を実施できるよう連携集大成としてミッション派遣を実施できるよう連携集大成としてミッション派遣を実施できるよう連携



� 2012年6月の九州経済連合会と中華民国工商協進会とのＭＯＵ締結以降、九州と台湾との経済交
流が活発化。

� 2013・2014年度「日台産業協力架け橋プロジェクト」において、九州と台湾の双方向でミッションを派
遣し、セミナー及び商談会等を実施。

� 2015年度は、「食」をテーマとしたセミナー、台湾からのバイヤー招聘事業等を展開。

台湾投資・ビジネス拡大台湾投資・ビジネス拡大台湾投資・ビジネス拡大台湾投資・ビジネス拡大セミナーセミナーセミナーセミナー

１．日 時 ： ２０１５年９月２９日（火）１３：３０～１７：００

２．会 場 ： 電気ビル共創館（福岡市）

３．主 催 ： 台湾貿易センター福岡事務所

九州経済国際化推進機構

４．参加者 ： ９２名

５．内 容 ： 台湾への外食産業の進出事

例を中心とした講演等を実施。

日台産業協力架け橋プロジェクト関係日台産業協力架け橋プロジェクト関係日台産業協力架け橋プロジェクト関係日台産業協力架け橋プロジェクト関係

２０１６年６月の台湾ミッションに向けて、台湾及び九州関係機関
との連絡会議等を開催。

◆２０１６年３月２日（水） 、５月の２回開催予定

（参考）下は前回の架け橋事業の模様（2015年3月4日～6日、台北市）

２０１５九州・台湾経済交流セミナー 台湾総統府表敬訪問 裕毛屋崇徳店現地調査（台中）

セミナーの模様

台湾バイヤー招聘事業台湾バイヤー招聘事業台湾バイヤー招聘事業台湾バイヤー招聘事業

自治体及び団体等が連携して実施する台湾との商談会等に対して、

台湾バイヤー招聘に要する費用の一部を支援。

１．「FOOD EXPO Kyushu 2015」（2015年10月6日～12日）に合わせ

て実施する事前相談会

◆２０１５年１０月７日（水） 福岡市

◆２０１５年１０月８日（木） 熊本市

２．「漢神アリーナ日本物産展」（2016年2月3日～16日）に合わせて
実施する「九州食品輸出拡大商談会」

◆２０１６年２月３日（水）

会場：台湾高雄市 漢神巨蛋（アリーナ）百貨店

主催：熊本市、熊本県、国際化推進機構、福岡商工会議所

招聘バイヤー：ジェイソンズ ほか

（併催事業）

※２月３日（水）～１６日（火）（１４日間） （注）2/8春節

商談会参加企業は、 翌日から漢神アリーナの新春イベントとし

て開催される「九州物産展」に出展。

事前相談会の模様

14

台湾との経済交流台湾との経済交流台湾との経済交流台湾との経済交流



●●●● 九州企業の海外展開を支援するため、各県において、「海外展開支援施策説明会」を開催。九州企業の海外展開を支援するため、各県において、「海外展開支援施策説明会」を開催。九州企業の海外展開を支援するため、各県において、「海外展開支援施策説明会」を開催。九州企業の海外展開を支援するため、各県において、「海外展開支援施策説明会」を開催。
※主な説明機関：日本貿易振興機構、中小企業基盤整備機構、国際協力機構、知財総合支援窓口、工業所有権情報・
研修館、日本貿易保険、海外産業人材育成協会、開催自治体、地銀ほか
※併せて説明機関による個別相談会も実施（事前予約制）

■ 海外展開支援施策説明会in大分
日 程 ： 平成２７年７月１日（水）１３：００～１７：２０
場 所 ：全労済ソレイユ（大分市） 参加者 ： ４７名

■ 海外展開支援施策説明会in宮崎
日 程 ： 平成２７年７月２日（木）１３：００～１７：２０
場 所 ： KITENビル（宮崎市） 参加者 ： ３１名

■ 海外展開支援施策説明会in熊本
日 程 ： 平成２７年７月８日（木）１３：００～１７：００
場 所 ： TKPガーデンシティ熊本（熊本市） 参加者 ： ４８名

■ 海外展開支援施策説明会in佐賀
日 程 ： 平成２７年７月２２日（水）１３：００～１７：１０
場 所 ：佐賀市市民活動プラザ（佐賀市） 参加者 ： ４１名

■ 海外展開支援施策説明会in長崎
日 程 ： 平成２７年７月２３日（木）１３：００～１７：００
場 所 ：ホテルセントヒル長崎（長崎市） 参加者 ： ６４名

■ 海外展開支援施策説明会in鹿児島
日 程 ： 平成２７年７月９日（木）１３：００～１７：００
場 所 ： サンプラザ天文館（鹿児島市） 参加者 ：３５名

■ 海外展開支援施策説明会in福岡
日 程 ： 平成２７年７月２９日（水）１３：００～１６：５０
場 所 ： 八重洲博多ビル（福岡市） 参加者 ： ６９名

福岡会場の様子

佐賀会場の様子

長崎会場の様子

大分会場の様子

宮崎会場の様子

熊本会場の様子

鹿児島会場の様子

海外ビジネス・経済情報提供 －海外展開支援施策説明会－

15

福岡会場（２月）の様子①

福岡会場（２月）の様子②■ 海外展開支援施策説明会in福岡（２月）
日 程 ： 平成２８年２月１０日（水）１３：３０～１６：４５
場 所 ：ホテルレオパレス博多（福岡市） 参加者 ： ７７名



� 東アジア地域から食品関係の海外バイヤーを招聘して「九州食品輸出商談会東アジア地域から食品関係の海外バイヤーを招聘して「九州食品輸出商談会東アジア地域から食品関係の海外バイヤーを招聘して「九州食品輸出商談会東アジア地域から食品関係の海外バイヤーを招聘して「九州食品輸出商談会 inininin 熊本」を開催。熊本」を開催。熊本」を開催。熊本」を開催。
「九州食の展示商談会「九州食の展示商談会「九州食の展示商談会「九州食の展示商談会2015201520152015 inininin くまもと」と同時開催し、九州・沖縄の海外販路開拓の機会を提くまもと」と同時開催し、九州・沖縄の海外販路開拓の機会を提くまもと」と同時開催し、九州・沖縄の海外販路開拓の機会を提くまもと」と同時開催し、九州・沖縄の海外販路開拓の機会を提
供。供。供。供。

海外販路開拓支援

■ 九州食品輸出商談会 in 熊本

■日 程 ： 平成２７年１１月１８日（水）～１９日（木）

■場 所 ： グランメッセ熊本（熊本県益城町）

■主 催 ： 熊本市、熊本県、くまもとうまかもん輸出支援協議会、熊本県貿易

協会、

ジェトロ熊本、九州経済国際化推進機構

■対象企業 ： 九州・沖縄各県の食品メーカー等

■海外バイヤー：６社（中国、香港、シンガポール、台湾、インドネシア）
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（３）対日投資促進事業
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� H27H27H27H27年年年年3333月、月、月、月、H26H26H26H26年年年年9999月に月に月に月に九州経済連合会九州経済連合会九州経済連合会九州経済連合会とととと新滬商連合会新滬商連合会新滬商連合会新滬商連合会間で締結した間で締結した間で締結した間で締結したMOUMOUMOUMOUのフォローアップのたのフォローアップのたのフォローアップのたのフォローアップのた
め、九州側が上海を訪問。その際、新滬商連合会に九州招聘を要請。め、九州側が上海を訪問。その際、新滬商連合会に九州招聘を要請。め、九州側が上海を訪問。その際、新滬商連合会に九州招聘を要請。め、九州側が上海を訪問。その際、新滬商連合会に九州招聘を要請。H27H27H27H27年年年年6666月、この要請に応月、この要請に応月、この要請に応月、この要請に応
じ、対九州投資、環境・観光交流等のビジネスチャンスを探ることを目的に、同連合会のじ、対九州投資、環境・観光交流等のビジネスチャンスを探ることを目的に、同連合会のじ、対九州投資、環境・観光交流等のビジネスチャンスを探ることを目的に、同連合会のじ、対九州投資、環境・観光交流等のビジネスチャンスを探ることを目的に、同連合会の鄭永剛鄭永剛鄭永剛鄭永剛
会長率いる訪問団会長率いる訪問団会長率いる訪問団会長率いる訪問団17171717名が九州を訪問。名が九州を訪問。名が九州を訪問。名が九州を訪問。

� 新滬商連合会と九州各県･政令市、経済界等との経済交流の強化を図るため、オール九州の官新滬商連合会と九州各県･政令市、経済界等との経済交流の強化を図るため、オール九州の官新滬商連合会と九州各県･政令市、経済界等との経済交流の強化を図るため、オール九州の官新滬商連合会と九州各県･政令市、経済界等との経済交流の強化を図るため、オール九州の官
民が一体となって同訪問団を迎え入れ、意見交換会、夕食懇談会、福岡市・北九州市・熊本県で民が一体となって同訪問団を迎え入れ、意見交換会、夕食懇談会、福岡市・北九州市・熊本県で民が一体となって同訪問団を迎え入れ、意見交換会、夕食懇談会、福岡市・北九州市・熊本県で民が一体となって同訪問団を迎え入れ、意見交換会、夕食懇談会、福岡市・北九州市・熊本県で
の現地視察等を実施。の現地視察等を実施。の現地視察等を実施。の現地視察等を実施。

� 今回新たに今回新たに今回新たに今回新たに新滬商連合会新滬商連合会新滬商連合会新滬商連合会、、、、九経連九経連九経連九経連、福岡市の３者により、経済・投資交流を一層促進するための、福岡市の３者により、経済・投資交流を一層促進するための、福岡市の３者により、経済・投資交流を一層促進するための、福岡市の３者により、経済・投資交流を一層促進するための
ＭＯＵＭＯＵＭＯＵＭＯＵをををを締結締結締結締結。。。。

（麻生泰 九州経済国際化推進機構会長）

中国・上海との経済交流
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１．上海新滬商連合会 九州訪問団
日程：平成２７年６月１４日（日）～１７日（水） 訪問団団員：１７名

○ 新滬商連合会 九州訪問団との意見交換会
概要：九州、上海双方代表からの挨拶。福岡市、福岡地所から国家戦略特区、不動

産市場、九州の魅力や投資環境についての事例発表を行い、官民で九州への
投資を歓迎する旨を表名。その後、意見交換を実施。

○ ＭＯＵ締結式
概要：九州と上海間の投資、貿易、観光等の交流拡大のため、新滬商連合会、九経

連、福岡市の3者によりMOU締結。
○ 新滬商連合会 九州訪問団との夕食懇談会

概要：MOU調印後、上海新滬商連合会と九州各県･政令市、経済界等による、夕食
懇談会を実施。九州側31人、上海側17人の出席により九州への投資誘致に関
する懇談がなされた。

○ 現地視察（福岡市・北九州市・熊本県）
概要：企業誘致に繋げるため福岡市（天神地区、ウォーターフロント地区、アイランド

シティ）・北九州市（スマートコミュニティ・北九州水素タウン、北九州学術研究都
市）・ 熊本県（南阿蘇）での現地視察を実施。

（鄭永剛 上海新滬商連合会会長）



� 2015201520152015年年年年11111111月月月月25252525日日日日、、、、マレーシアとの経済交流を通じて相互の理解促進と友好を深めマレーシアとの経済交流を通じて相互の理解促進と友好を深めマレーシアとの経済交流を通じて相互の理解促進と友好を深めマレーシアとの経済交流を通じて相互の理解促進と友好を深め、、、、両国両国両国両国・・・・地域の地域の地域の地域の
産業産業産業産業 ・・・・ 経済のさらなる発展を目的として経済のさらなる発展を目的として経済のさらなる発展を目的として経済のさらなる発展を目的として 、、、、 マレーシア投資開発庁マレーシア投資開発庁マレーシア投資開発庁マレーシア投資開発庁 （（（（ MalaysianMalaysianMalaysianMalaysian InvestmentInvestmentInvestmentInvestment
DevelopmentDevelopmentDevelopmentDevelopment AuthorityAuthorityAuthorityAuthority :::: MIDAMIDAMIDAMIDA））））との間で経済交流に関する覚書との間で経済交流に関する覚書との間で経済交流に関する覚書との間で経済交流に関する覚書（（（（MOUMOUMOUMOU））））を締結を締結を締結を締結。。。。

� 今回の今回の今回の今回のMOUMOUMOUMOU締結を機に締結を機に締結を機に締結を機に、、、、今後今後今後今後、、、、九州でのセミナー開催や現地への調査ミッション団の派遣九州でのセミナー開催や現地への調査ミッション団の派遣九州でのセミナー開催や現地への調査ミッション団の派遣九州でのセミナー開催や現地への調査ミッション団の派遣、、、、企業企業企業企業
マッチング事業等の実施を進めていくマッチング事業等の実施を進めていくマッチング事業等の実施を進めていくマッチング事業等の実施を進めていく。。。。

（調印後の記念撮影）

マレーシアとの経済交流
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１．マレーシア投資開発庁（MIDA）とのMOU締結式（大阪市）
日程：平成２７年１１月２５日（水）

○経済交流に関する覚書（MOU）の調印は、帝国ホテル大阪にて、マレーシア
のムスタパ国際通商産業大臣及び九州経済産業局の大久国際部長立会い
の下、九州経済国際化推進機構の麻生泰会長とマレーシア投資開発庁のア
ズマン・マハムド長官により行われた。

○ MOU 締 結 相 手 で あ る マ レ ー シ ア 投 資 開 発 庁 （ Malaysian Investment
Development Authority : MIDA）は、マレーシアの産業発展を担う国際通商産
業省の傘下にあり、マレーシアに海外企業が進出する際の窓口、インフラの
確保や建設の許認可取得などに関する支援を行っている機関。

○マレーシアは、シンガポールとの近接性があり、ガス等の天然資源に加え、
積極的な海外からの投資誘致やルックイースト政策に基づく人材育成等によ
り成長を遂げている。そして、アセアン諸国の中でも一人当たりのＧＤＰや所
得はタイやベトナム等と比較してかなり高い水準となっており、これまで進出
していた製造業だけでなくサービス業や新分野（農林水産物輸出、観光産業
等）等、幅広い分野への市場開拓が期待できる。

また、イスラム教徒が国民の多数を占める（約６割弱）ため、ハラルビジネ
スハブ化を進めており、中東等の他のイスラム圏へのビジネス展開の足掛か
りとしても期待がもたれている。

（マレーシア投資開発庁（MIDA）とのMOU締結式の様子）



（４）グローバル人材事業

20



■ 九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業 FACEBOOKFACEBOOKFACEBOOKFACEBOOKドラゴンゲート九州ドラゴンゲート九州ドラゴンゲート九州ドラゴンゲート九州

【非公開型】留学生の自己ＰＲ動画】

■ 情報発信情報発信情報発信情報発信
九州の各自治体が開催する人材交流フェア、セミナー等について、当機構のホームページ、九州グローバル産業人
材協議会、九州経済産業局のホームページ、メルマガ等のツールを活用し、企業、教育機関、自治体向けに幅広く
情報発信。

■人材交流事業人材交流事業人材交流事業人材交流事業
２月１６日（火）開催 大分県留学生インターンシップ報告会＆企業と留学生の交流会大分県留学生インターンシップ報告会＆企業と留学生の交流会大分県留学生インターンシップ報告会＆企業と留学生の交流会大分県留学生インターンシップ報告会＆企業と留学生の交流会 （参加者８０名、関係者１４名） 21

人材交流事業 －留学生等活用支援－
� 留学生と企業との交流会やセミナー等に関する情報を自治体と連携しながら発信するとともに交流会事業を支援。留学生と企業との交流会やセミナー等に関する情報を自治体と連携しながら発信するとともに交流会事業を支援。留学生と企業との交流会やセミナー等に関する情報を自治体と連携しながら発信するとともに交流会事業を支援。留学生と企業との交流会やセミナー等に関する情報を自治体と連携しながら発信するとともに交流会事業を支援。
� また、人材獲得競争が激化する中で、人材マッチングの多様化に伴い、タイムリーかつスピーディーな「出会いのまた、人材獲得競争が激化する中で、人材マッチングの多様化に伴い、タイムリーかつスピーディーな「出会いのまた、人材獲得競争が激化する中で、人材マッチングの多様化に伴い、タイムリーかつスピーディーな「出会いのまた、人材獲得競争が激化する中で、人材マッチングの多様化に伴い、タイムリーかつスピーディーな「出会いの

場」を提供するため「九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業」をトライアル的に実施。場」を提供するため「九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業」をトライアル的に実施。場」を提供するため「九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業」をトライアル的に実施。場」を提供するため「九州地域におけるＳＮＳを活用した人材マッチング事業」をトライアル的に実施。 事業につい事業につい事業につい事業につい
ては、ファーストコンタクトとしてのマッチングに有用であり、九州におけるマッチングの新たな手法として選択肢のては、ファーストコンタクトとしてのマッチングに有用であり、九州におけるマッチングの新たな手法として選択肢のては、ファーストコンタクトとしてのマッチングに有用であり、九州におけるマッチングの新たな手法として選択肢のては、ファーストコンタクトとしてのマッチングに有用であり、九州におけるマッチングの新たな手法として選択肢の
幅が拡充。幅が拡充。幅が拡充。幅が拡充。

� マッチング期間は３ヶ月（平成２７年１１月～平成２８年１月）であったが、マスコミの関心度が高く、ＷＥＢサイトのアマッチング期間は３ヶ月（平成２７年１１月～平成２８年１月）であったが、マスコミの関心度が高く、ＷＥＢサイトのアマッチング期間は３ヶ月（平成２７年１１月～平成２８年１月）であったが、マスコミの関心度が高く、ＷＥＢサイトのアマッチング期間は３ヶ月（平成２７年１１月～平成２８年１月）であったが、マスコミの関心度が高く、ＷＥＢサイトのア
クセス数の増加、九州内外からの反響大。クセス数の増加、九州内外からの反響大。クセス数の増加、九州内外からの反響大。クセス数の増加、九州内外からの反響大。 （ＮＨＫおはよう日本、ＮＨＫワールド放映、新聞紙面掲載）（ＮＨＫおはよう日本、ＮＨＫワールド放映、新聞紙面掲載）（ＮＨＫおはよう日本、ＮＨＫワールド放映、新聞紙面掲載）（ＮＨＫおはよう日本、ＮＨＫワールド放映、新聞紙面掲載）

【公開型】求人票、企業ＰＲ】

参加者は、留学生９５名、企業数１６社。参加者は、留学生９５名、企業数１６社。参加者は、留学生９５名、企業数１６社。参加者は、留学生９５名、企業数１６社。
実証実験期間中の内定者は４名。実証実験期間中の内定者は４名。実証実験期間中の内定者は４名。実証実験期間中の内定者は４名。
（現在においても個別面談進行中）（現在においても個別面談進行中）（現在においても個別面談進行中）（現在においても個別面談進行中）
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